
様式　５

○基本的視点の再チェック

○補助事業の内容および目的・効果

（目　的）

目　　的

（効　果）

・ 効 果

○財政的視点のチェック

○補助事業の収支状況　※上段:補助事業等に要する経費　[下段]:補助対象経費

　

60 886 122 9

67 6553292,060617

96 811 122 9

740 1,990 331 67 435

67 1,138 122 11

[5,038]

3,905 5,029

[3,905] [54] [911] [122] [7] [4,999]

54 940 122 8

4,363

[4,357]

5,096

[1,380] [660] [1,892] [334] [67] [732] [5,065]

1,380 4,943

計

1,490 5,017

[1,490] [610]

660 1,923 334 67 732

６
自主財源の確保に努めている
（最低でも前年度の収入を確保している
か）

年度により点字資料の需要が異なり，前年度
の収入を下回る場合がある。

７ 経常経費の節減に努めているか

４
補助割合は，補助対象経費の１／２以内
である

５ 前年度繰越金は生じていないか
年度により個人，企業からの寄付金額が異な
るため，繰越金が生じている。

２ 補助金等の使途は適切である

３ 積算基準は定められている
定額の補助金であることから，積算基準は定
められていない。今後，全庁的な整理の中で
基準の設定について検討していく。

財　政　的　視　点 不適 不適の場合の理由と今後の対応について

１ 積算内訳は，前年踏襲となっていないか

３
自主性（自主自立に向け努力して
いるか）

情報提供事業（点訳・録音等）を行い，自主
自立に向け努力している。

４
有効性（他の手法ではなく補助す
ることが，施策目的実現に最適
か）

市からの専門員派遣は財政的に難しいため，
補助が最適である。

１

公益性
（明確な公益性があるか）

点字図書の作成・貸出テープ録音等の事業
は，視覚障がい者の生活，教養および文化の
向上にとって必要である。

２
必要性（補助しなければならない
事業であるか）

視覚障がい者の日常生活に直結した事業である。

　①広く市民生活の向上に貢献す
る
　　事業
　②市民ニーズが高い事業

  補 助 金 ・ 交 付 金  チ ェ ッ ク シ ー ト（№２）

補 助 金 名
（交付金名）

函館視覚障害者図書館補助金

基　本　的　視　点 適 不適 説　　明

R7
(予算)

出
R6

(決算)

3,799

[4,160] [60] [665] [122] [10]

R4
(決算)

R5
(決算)

4,003 5,041

[4,003] [96] [811] [122] [6]

[5,017]

4,876

[3,799] [60] [872] [122] [5] [4,858]

4,160 5,017

支
R3

(決算)

年　度 人件費 事務費 事業費
上部団体

雑費
負担金等

[3,025] [67] [1,138] [122] [5] 　

3,025

R7
(予算)

[1,380] [740] [1,972] [331] [67] [435] [4,925]

[350] [67] [500] [5,017][2,000]

610 2,000 350 67 500

団　体　名

助成の根拠規定等 地方自治法第２３２条の２による
函館視覚障害者図書館補助金交付要綱(条例・規則・要綱等)

内　　容

R5
(決算)

R4
(決算) [1,380] [614] [2,060] [329] [67] [655] [5,105]

1,380

4,430

[4,424]

1,380 5,108

730 2,077 378 67 533

　点訳・音訳図書の製作・貸出等の情報提供，点訳・音訳ボランティアの育成

　視覚障がい者等の読書環境等を整備することで，視覚障がい者等の生活，教養およ
び文化の向上を図る。

　視覚障がい者等の生活や教養，文化の向上が図られ，福祉の増進に寄与する。

入
R6

(決算)

その他

収
R3

(決算)

645

[645] [730] [2,071] [378] [67] [533]

60 665 122 10

  補 助 金 ・ 交 付 金  チ ェ ッ ク シ ー ト（№１）

補 助 金 名
（交付金名）

函館視覚障害者図書館補助金
開　始

昭和42年度
年　度

(単位：千円)

年　度
助　　成　　金

事業収入 会　費 繰越金 寄付金 計
市

団体等 　　課税事業者
　　免税事業者の状況

認定特定非営利活動法人　函館視覚障害者図書館



様式　５

○補助効果の検証
（効果測定方法，具体的な数値等）

（達成状況）

（評　価） （理　由）

十分効果をあげている

 一定の効果をあげている

効果が疑問である

その他

○今後の方向性
（見直しの内容）

（見直しの時期）

（廃止の理由） （その他の内容）

（廃止の時期）

○終期の設定

終期設定 終期到来により廃止 次回チェック年度(予定)

  補 助 金 ・ 交 付 金  チ ェ ッ ク シ ー ト（№３）

補 助 金 名
（交付金名）

函館視覚障害者図書館補助金

　点字，カセットテープ，音声デイジー図書およびマルチメディアデイジー図書の貸出数，
　点訳・音訳ボランティア養成講座開催実績および視覚障がい者への支援

　　●　貸出実績　利用登録者数　432人（令和6年度新規登録者数3人，登録抹消者7人）
　　　　貸出数　・点字図書…1,138巻　・カセットテープ図書　…233巻
　　　　　　　　・音声デイジー図書…3,617枚
　　●　点訳・音訳ボランティアの養成事業
　　　　養成講習・スキルアップ講習　111回開催　受講者　延983人
　　●　視覚障がい者の文化・レクリエーション活動等に対する支援事業
　　　　音声パソコン教室　　17回開催　受講者数　延92人
　　　　パソコンの設定・保守・メンテナンス等のサポート　8回　ボランティア数　延8人

　視覚障がい者の生活，教養，文化の向上が図られ，
視覚障がい者のための福祉の増進に寄与しているた
め。

令和　　９　　年度 終期到来時に再検討 令和　　９　　年度

現行のまま補助を継続

　補助金交付先団体の収支状況の確認を行いつつ，
補助を継続する。

見直したうえで補助を継続

廃止

その他 令和９年度


